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mi㎎Windowを用いて計算した．
　地表でのスペクトルには，共通して，2・5～3，0Hz，4．5～5Hz，10～12Hz付近にピーク
がみられる・2・5～3・0Hzのピークが最大で順に小さくなっている．これに対して，地下で
のスペクトルは，浅いうちは三つのピークが，おおよそ地表でのピークと対応しているが，
それに加えて25m，100m及び150mのスペクトルには7Hz付近にもピークがあらわれ
ている・深い方では，250m以深で特に明瞭であるが，ピークは二つとなり一つは4Hz付
近・もう一つは11Hz付近に顕れている．4Hzのピークは，地表での2．5～3Hz，4．5～5
のピークのほぼ中間に位置し，大抵の場合最大ピークとなる．11Hz付近のピークは地中・
地表に共通して見られるが，75m以深では鋭く特に明瞭である．100mと孔底ではこの11
Hzピークが最大とたっている．図に示したスペクトルは5個所の平均であるから，この11
Hzピークはかなり卓越していると思われる．
　第9図に，地表・地中のノイズの違いを明瞭にするために，移動平均をとって平滑化した
スペクトル比（地表／地中）を示す．左側は100m以浅，右側はそれ以深について示した．
ノイズは75mまでに急激に減少する、しかしそれ以深では減少の割合が次第に小さくな
り・250mを過ぎれぼほとんど変化が見わけられなくなる．3Hz以下の低周波域では減少
の度合が小さく・孔底でも約1／4に減少するにすぎない．一方，3Hz以上の高周波域では
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図10川崎（深さ540m）と岩槻（3510
　　　　m）のスペクトル比の比較
Fig．10　ComParison　of　spec士ral　rati0
　　　　between七he　Kawasaki　s七a士ion
　　　　and　the　Iwatsuki　observatorv
し，川崎との深さ及び地盤構造の違
いに起因すると思われる．
　第11図にノイズの平均振幅比の
深さ分布を示す．これは，第9図の
スペクトル比から計算した平均値と
振幅比の変動幅を示す．図で明らか
なように，地表付近での減衰が特に
大きく，一つの指数関数で近似する
ことは不可能である．図に示したよ
うに，三本の直線で表わした方が妥
当と思われる．一本の直線で表わせ
る部分を一つの層とみなせば，3層
構造をなすと考えられる．第一層と
第二層の境界はA－K。の境界に，
第二層と第三層の境界はK，一K。の
境界にほぽ一致する．
　深さに対する減衰係数をγ，深さ
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減衰が著しく，孔底では1／10～1／20にも
なっている．25皿で顕著な7Hz付近の
谷は，地中で7Hzのピークがあることに
対応している．深い方では，5～6Hz，9～
10Hz，13Hz，18Hz付近に，わずかでは
あるがピークが共通して見られる．
　さらに深い（3510m）当セソターの岩槻
観測井での結果との比較を第10図に示す．
岩槻ではさらに減少が大きく1／50～1／100
で，3Hz以下の低周波域でも比較的大き
な減少を示す．3～4Hz付近の顕著な谷
は，孔底ではこの3～4Hzの周波数成分
が卓越している（山本他1975）ことに対応
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図11　ノイズの平均的な振幅分布
Fig．11　Distribu七ion　of　the　mean　amp1itude　of　ground
　　　　noises　versus　depth．　The　inner　igure　is　the
　　　　enlargement　of七he　upper　part　of七he　outer
　　　　igure
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を、ゴとし・ノイズの振幅比をれして五一…（一1・）と表わせぼ，各層の減衰係数は上
は’この層を越えた肘でも・／イズl1対しては相当の効果が期待できる．又，田中（19、、）
によれぼ・KゾK・層の境界付近（1・・一・…）には比較的大きな不整合の存在カ、示されて
1’る’地質柱状図には・この2境界の他・物性上の顕著な境界は見られない．このことか
b’ノイズの振幅分布は・地盤構造とある程度の対応関係にあると思われる．・。、、e（196、）
ズの減茨を示しているのかもしれない．斤芹　　　　　　　　　　　　　　　　したがって，第二層と第三層の境界は，ノイズの性
貝の転移によって形成されている可能性がある、
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ローハスフィルターを通した記録を示す・アブソーバーなしの記録では，尾部に約。。。、
の規則的な振動が5～8秒問延・1続／・ているのが特徴的である．その中に初動を含め，五
1㌫㌶ぷ1㍗ぷ。1二㍗㍍㌶1二
Qから往復に0－75秒を要し・多重反射では説明できない・第二の相は初動後。．。6秒に現わ
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れ最大振幅をもつ．
　一一方，アブソーバーを坂り付けた後の記録でまず目につくことは，尾部の18Hzの振動
が全くなくなっていることである．前述の五つの相はかろうじてみられるが振幅が大分小さ
くなっている．最大振幅を示した第二の相は初動よりも小さくなっている．最大振幅で比較
してみるとユ／4～1／5に減少している．このことから，簡単なアブソーバーでも，充分に満
足すべき効果が得られることがわかった．
5．地震の検知能カ
　川崎徴小地震観測井では，1975年10月から観測を開始した．テレメータシステムを含め
て，大きなトラブルもなく現在まで順調に観測を継続している．本章では，どの程度の観測
がなされているか，すなわちどの程度の検知能力を持つのかを簡単に見積った．
　第18図に，当セソターの川崎関係の観測網（第1図HRM，TSH，MID，MTZ）で観測
された地震回数の12月までの日別頻度分布を示す．
　HRMでは12月までの3ヵ月問に総数ユ52，月平均約50の地震が観測されている．一方
東芝浅井戸（TSH）・緑ヶ丘霊園（MID）では総数夫々100，88であり月平均では夫々約
20及び22である．月平均回数で比較してみると，HRMではTSH・MIDより約2．5倍
多くの地震ヵミ観測されている．しかしこの差は，異った観測時期での比較であり地震活動の
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図13川崎微小地震観測網の日別地震回数
Fig．13　Daily　freqllency　of　earthquakes　observed　in七he　Kawasaki　area　shown
　　　　in　Fig．1
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違いも考えられ，正確とは思われない．幸い10月にはHRM及びTHSで同時に観測が行
なわれているので，この月だけで比較してみると，HRMで総数55，これに対してTSH
では12で約4．5倍の地震が観測されている．
　HRMでの地表及び地中での同時地震記録が得られていないので不正確ではあるが，地中
では地震波の振幅が2～3分の1小さいとすれぼ，前章での解析によりノイズは10～20分の
1であるから，S／Nとしては4～10倍改善されていると考えられる．
　次に，孔底でのノイズ振幅から検知能力を簡単に見積ってみる．孔底では常時50～200
←kineであるから，これを100←kineとすれば，小さくとも300～500μkine以上の信号
があれぼ地震と検知できる．従って渡辺（1971）の震準距離グ，速度振幅λ，マグニチュー
ド〃の関係式0．85〃一2．5＝1ogA＋1，731og7（K200km）を使えば，10k血以内なら
約〃1．0以上，100km以内では〃3．0以上の地震が検知できることになる．一方TSH
ではノイズは200～800←kineであるから，同様に1．5～2．5皿kineの信号で検知可能と
すれぼ10k肌以内で約〃1．8以上，100km以内では〃3．8以上の地震が検知されるに
過ぎない．
　この検知可能なマグニチュードの差は，Gutenberg－Richterの式に従えぼ，HRMでは
TSHより約4．3倍多くの地震が観測されることを示している．この値は前記の4．5倍にほ
ぽ等しく，前記の見積りが妥当なことを示している．
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